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数 n に対して 10000 log2 n の計算時間の理論保証を持つ新しい探索アルゴリズムを開発しても、
それは理論だけで実用システムでは活用されませんでした。なぜならデータ数が十万程度だと、
10000 log2 n は十万より大きいので、自明な逐次探索より効率性は上がらず、ただでさえ複雑な
理論的アルゴリズムを用いるメリットがなかったからです。しかし、計算機が進歩し、テラサイ
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